
稟議完全対応 大手・中堅企業向けワークフロー

アジャイルワークス
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企業の意思決定と事業推進力を強化する
次世代ワークフロー AgileWorks

稟議完全対応 システム連携に強い組織改編に強い

意思決定者が求めているのは事業推進の質と実行ス
ピードです。ナレッジ共有、そしてコミュニケーシ
ョン機能を実現する稟議完全対応ワークフローの
AgileWorksが事業推進を支援し、ビジネスを成功へ
導きます。

現場の業務改善を早く、多く実行するためには、設
計した業務フローをすぐに実現できるシステム基盤
が必要です。AgileWorksは必要な書類を開発なしで
作れて、ユーザにトレーニングすることなくリリー
スが可能です。

その導入効果は書類電子化によるペーパーレス化だ
けにとどまりません。直感的な操作や高い検索性で
二重入力をなくし、実務の生産性が向上。
書類の「作る」「待つ」「探す」時間が短縮され、
より生産性の高い仕事ができるはずです。

現代のビジネスシーンにおいては、多くの業務シス
テムを同時に、そして連携して運用していく事が必
要です。AgileWorksは周辺システムとの連携を前提
とした設計思想で、システム運用の省力化を実現す
る機能を多く搭載しています。

大幅な組織改編、長い決裁フロー、入れ替わるユーザへの教育、数多くの運
用システム、そして内部統制。AgileWorksはそうした大規模組織のニーズか
ら生まれました。フロー制御だけをフォーカスするのではなくワークフロー
としてのトータルでの実用性、そして企業の意思決定と事業推進力の強化を
追求しました。
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稟議・決裁で意思決定される一例　

企業内の稟議プロセス

check

取引先
契約条件
スケジュール
プロジェクト化

関係者との準備

稟議ドラフト作り

関係者への根回し

やりましょう
<現場での会議>

OK。やりなさい
<決裁者の会議>

起案承認決裁

計画を元に実行

多くのワークフローシステムが実現するのは書類を回付し記録する「起案・決裁」のペーパーワークプロセスだけ。
AgileWorksは企画～実行までの一連のプロセスをナレッジ&コミュニケーションでカバーし、事業推進力の向上を
支援します。だから「稟議完全対応」です。

起案・決裁だけではありません。
ナレッジ&コミュニケーションで稟議プロセスをすべてカバーします。

意思決定者が現場に求めるもの。それは事業推進力の向上です。
多くの意思決定者は、現場から提案される事業計画の質や推進
するスピードに課題を感じています。つまり現場の事業推進力
の向上を求めています。

そのためには「ヒットした商品開発」「失敗した店舗開発計画」
「成功プロジェクトのキーマン」といった情報が現場で共有さ
れ、コミュニケーションが行われることが不可欠です。

AgileWorksは現場の事業推進力を上げることのできる稟議完全
対応ワークフローです。
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組織改編や統廃合、大規模そして複雑な組織構造が考慮された設計です。

●組織新設・統廃合
●社員の入社・退社
●所属異動
●異動に伴う閲覧権限

ワークフローは組織改編と切り離せません。
組織やユーザの所属に適用開始日と終了日を持つ、
人事システムさながらの履歴構造を持ちます。

組織や所属データを履歴構造で持つため、未来組織の先
付けメンテナンスが可能です。組織改編の実行前から設
定作業ができるようになっています。

人事システム連携を考慮 先付けメンテナンス

未来の組織現組織

ロール管理は組織改編上重要な役割を持っています。

セクションロール(役職) ユニバーサルロール(役割)

所属する組織ごとに割り当てる
ことができるロール。主に役職
マスタとして利用します。兼務
にも対応。

組織横断的に割り当てる事がで
きるロール。所属組織に紐づか
ないが、回付経路やアクセス権
限の相対指定に必要なロールを
作ることができます。
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承認フローで様々な組み合わせの相対指定ができることにより
組織改編に柔軟なフロー定義を作成することができます。

相対指定例

●申請者上位の課長（役職の相対指定）
●企画部の受付窓口（特定部署+ロールの相対指定）
●営業本部配下の全員（特定部署+グループ下位）
●特定ステップで承認した人の部長（ステップ参照+役職の相対指定）
●特定ステップで承認した人の所属する部及び課のメンバー全員（ステップ参照+グループ下位）

申請フォームには「書類オーナー」を設定でき、組織か個人を設定します。
この「書類オーナー」という考え方を利用することで、組織改編を考慮した閲覧権限管理ができます。

書類オーナー＝組織
稟議・決裁系書類は組織に紐づける事が一般的です。
人がその組織から出ていけば見れなくなり、入ってく
れば見えるようになります。

書類オーナー=個人
勤怠申請、社員情報変更などの書類は個人に紐づけます。
閲覧権限は組織改編に影響は受けません。

②組織、フォーム、フローを
リリース予定日(未来日付)で
確認、検証

①同期化

③本番へのデプロイまたは、本番環境での設定作業

組織改編時の設定漏れや組織データの不備は「ログインができない」「書類の閲覧ができない」「承認ができない」といった業務

の中断につながります。AgileWorksではステージング環境で未来組織の設定や確認ができます。また組織だけでなく、フォーム

や承認フローの動作確認も未来日付で事前検証ができるので、本番リリース時のリスクを軽減することができます。

業務の中心となるワークフローシステムは、基幹システムと同レベルの安全性が求められます。

●スケジュール実行　
●リハーサル実行による事前実行確認
●組織＋所属など複数ファイルの同時インポートに対応
●取込方式の設定（全件／差分）
●文字コードの指定
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ノンプログラミングでSSO

SAML、POST、HTTPヘッダなど、様々な認
証方式が用意されているので、多くの製品と
の連携ができます。

HR(人事)

ADPS

COMPANY

Generalist

etc...

ERP

Oracle EBS

ProActive E2

SAP R/3

etc...

ポータル(EIP)
グループウェア

サイボウズ

SharePoint

etc...

desknet's NEO

Other

マスタ管理

入管管理

旅費検索

etc...

クラウド

G Suite

Office 365

Salesforce

etc...

連携オプション

グループウェア連携

オープン統合認証を使用する
ことでシングルサインオン、
ポータルへのポートレット表
示が可能。

シングルサインオン、Webパ
ーツの表示ができます。
Office365などの統合プラッ
トフォームとして活用。

LDAP認証連携

ActiveDirectory(AD)などのLDAPサーバー
上に登録されているユーザ情報と連携して
認証を行うことができます。

データをアーカイブして参照する「iceBerg」

「作る」から「つなげる」時代の変化に強いワークフロー基盤

desknet'sのオプションメニュ
ー設定を行うことでシングル
サインオン、ポータルへのガ
ジェット表示が可能。

OpenID認証で「G Suite by 
Google Cloud」とのシングル
サインオンを実現。

LDAP
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マイグレーション / システム移行

SDKオプション

製品本体をバージョンアップできるSDKアーキテクチャ

more...

外部システム
連携

承認時
PDF出力

会計仕訳
生成

マスタ連携
定期実行

固有フロー
制御

バッチ連携

アドオンプログラム(SDK)

AgileWorksのアドオン開発は、パッケージ本体
と疎結合なSDK機構を提供しているため、製品
本体をバージョンアップができます。

利用PCの入れ替え、OSのセキュリティパッチや
ブラウザのバージョンアップなど時代とともに
更新される利用環境に合わせてシステムもバー
ジョンアップしていくことは必要不可欠です。

「AgileWorks SDK」に含まれている公開APIを
利用すれば、AgileWorks上の組織、書類、回付
情報等へのデータアクセスが可能となります。
開発者はワークフロー上の様々なイベントトリ
ガー（ボタンクリックや書類の回付動作）に対
してアドオンプログラムを組み込んだり、夜間
バッチや定時実行等の仕組みで外部システムと
データ連携することが可能です。

ワークフロー上のステップで書類を開いたり、次へ
進んだり、戻ったりするタイミングでアドオン開発
ロジックを実装できます。承認途中のリアルタイム
なシステム連携や、他の関連書類を自動起票したり、
データを書き込む処理などで活用します。

外部システムのアドオン開発を行うことができ、
HTTP、SOAP、ファイル連携処理などに対応してい
ます。販売管理、人事、勤怠、その他システムと
AgileWorksの組織・書類情報などを連携すること
で社内業務のオートメーション化を加速できます。
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承認フローの仕様、設定はワークフローシステムにおいて最も重要なことのひとつです。

作成ステップ・申請ステップ
稟議系の書類は部署を代表して起票する
ものなので、作成者が記載、部署代表者
(起票者・申請者)へ申請依頼を出す事が
可能。

報告ステップ
報告ステップ通過のタイミングで該当者
に通知(メール)が可能。
早い段階での事前承認(根回し)にも利用
が可能。

保管ステップ
承認完了後の閲覧権限を指定します。

閲覧ステップ
内部監査や役員などには早いタイミング
で閲覧権限を付与。

条件分岐フロー
金額によって決裁規程が異なる場合など
に利用します。

並列合議フロー
合議先が複数部門並行的に流すことが可能
です。各部門の承認が完了した時点で後続
フローへ回ります。

GUIツール「FlowEditor」で高次元のフロー制御設定を実現

申請時のみ
入力必須

申請以外
編集 NG

全ステップで
編集 OK

上長ステップで
入力必須

総務ステップのみ
編集 OK

○× 申請

日付、組織コード、固定文字、連番などを組み合わせて任意の採番体系が
作成可能。フロー上の任意のステップで採番を実行し、書類に付与する
ことができます。日付は年度を考慮しているため「4/1で年と連番を切
り替える」といった設定もできます。

入力フォームのフィールドに対して、ステップ単位の編集権限や
必須入力チェックを設定することができます。

起案No. ︓ 2016SYS00099  …  年度 + 部署コード＋連番5桁
決裁番号︓ 2016-0099 　　  …  年度＋”-”+連番4桁
依頼番号︓ 情201611-099 　…  ”情” + 年月 ＋”-”+ 連番3桁

(採番例)

書類操作・アクション
まるで紙のような入力とともに、わかりやすさと業務効率向上を追求
した書類操作機能を搭載しています。

フローメンテナンスの効率化

フォーム

１つのフローを複数のフォームで共通利用することができます。
フローのメンテナンス省力化を考えた構造です。

フロー設定
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履歴管理
履歴モードを有効にすると、組織、フォーム、承認フローが履歴管理
(版管理)されるようになります。

履歴管理すると…

・申請日時点の組織、フォームレイアウト、承認フローで回
付される

・バックデート申請(過去日の申請)ができるようになる
・組織、フォームレイアウト、承認フローが未来日で先付
けメンテナンスできる

事前相談、決裁後報告
報告ステップを配置することで、フロー途中で事前相談（根回し）を
したり、決裁後に内部監査へ報告するといった使い方ができます。

報告

承認 承認

回付期限(時限承認)
滞留した書類を自動処理してくれる機能です。自動処理したいステップ
に自動処理の期限条件や処理内容（承認、差し戻し、スキップ）を設定
します。

承認者 次の承認者5日間経過で
自動承認

代理申請・承認

申請者 承認者

代理作成された書類は申請者に回ります。

作成者

代理

承認者

承認者

許可された期間、申請書に対して、申請者の代理で申請を行います。

承認者

許可された期間、申請書に対して、承認者の代理で承認を行います。

申請者

代理

承認者 承認者申請者

代理

書類の共有

会社の意思決定を関係社員に閲覧権限を付与して、ナレッ
ジ共有や共同編集することができます。共有の意図などを
メール通知することも可能です。書類をワークフローとし
て回すだけでなく、蓄積されていくナレッジを共有し、仕
事やコミュニケーションを円滑にするための仕組みです。
　　　

ロボットによる自動申請
申請書が「自動申請ステップ」に入ったときに、他の申請フォームを自
動申請してくれる機能。関連したフィールドの入力内容も転記してくれ
ます。

出張申請書

旅費精算書

承認者申請者 自動申請 保管

作成者 申請者 承認者

自動申請
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１つの申請書から関連する書類を起票する仕組み。
関連する項目へ入力内容が転記されるので二重入力がなくなり、各書類
から関連書類にアクセスも可能に。自動申請ステップを利用すれば複数
の申請書を自動起票することも。

「関連書類」で二重入力を無くす

紙のようなインターフェース、ドキュメントビューア

この1画面で入力・承認のすべての操作を

自由入力を極力排除し、各種入力支援機能を充実す
ることで、入力とチェックの手間をダブルで削減。
申請、承認などの入力アクション、回付状況、履歴、
関連書類へのナビゲーションなど、書類に関する
操作を１画面で行うことができます。
「承認」「却下」など書類操作メニュー名も変更で
きるので、自社の文化を変えずに利用できます。

ワークフローシステムにおいて最も利用される書類
画面「ドキュメントビューア」。クールな外観とシ
ンプルな操作性、そして紙のような入力フォーム。
あらゆるシーンでユーザが迷わず使えるユーザビリ
ティにこだわりました。

すべての書類は「仕事」画面に集約

承認依頼、差戻し、代理承認など、ユ
ーザが処理すべき書類は、すべてト
ップ画面の「仕事」に届きます。
一覧表示項目は「一覧ビュー」を作
ることで、フォームごとに任意の項
目を表示することができます。

組織の上位の人ほど承認件数が多くなりますが、すばやく承認する
仕組みがあるので安心です。

承認ボタンを押すと、すぐに次の書類が出てくる
便利機能。次々に処理をしていけるので多くの
処理件数があっても、すぐに終わります。

承認待ちの一覧でチェックしてまとめて承認す
る機能。一覧ビューの項目を自由に設定できる
ので、内容確認した上での一括承認が可能です。
一括承認の許可はビュー単位で設定できます。

連続承認 & 一括承認

高い検索性と二次活用

検索例
　・2016年度に承認完了されている稟議書
　・件名に「至急」と入った書類すべて
　・金額が100万円以上の稟議書
　・申請者が「山田太郎」で承認中の作業報告書
　・先月営業2部から申請された見積依頼書

フォームの入力フィールドすべてが検索対象になります。数値範囲や文
字列検索日付や組織での検索など、目的の書類をすぐピックアップ。
検索結果はCSVやExcel形式のファイルで必要なレイアウトで出力でき
ます。出力可否の制限をかけることも。
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紙のようなフォームをノンプログラミングで作成。
マウス操作で入力フィールドを配置し、プロパティ
で入力補助の設定をするスタイル。
プレビュー機能で、その場でレイアウトを確認でき
るので、現場部門にプロトタイプを見せながらの早
期設計や、まずは試用運用を開始するなど、早めに
運用し改良を加えながらフォームを作り上げていく
ことが可能です。

紙のようなフォームをノンプログラミングで作成「X-WebForm for Agile」

様々な入力フィールド

・文字
・テキストエリア(複数行)
・整数
・数値(小数点以下対応)
・ラジオボタン

・コンボボックス
・日付(曜日も)
・日時
・印影
　etc...

最新の動作環境に対応
ブラウザ、モバイルデバイスは常に最新の環境で。
パッケージ型だからこそ周辺環境の変化にも素早く対応ができます。

グローバル企業にも。多言語対応

表明細は１行目だけ設定して、行
数を指定するだけで簡単に作成す
る事ができます。横計、縦計、消
費税計算、カンマ区切表示、マス
タ参照などもプログラミング無し
で簡単に設定できます。

表明細・自動計算 マスタ参照入力
フォームからマスタ参照画面を呼び出し、参照画面で選択した値を
入力フィールドに反映する便利な入力支援機能。
これもノンプログラミングで実現できます。　
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書類の台帳管理 証跡の印刷

証跡管理・監査

アクセス権限・変更履歴 適切な管理者権限

IT統制

稟議書、申請書類の管理
もAgileWorks上で。書類
に採番された番号も管理
できます。

書類のモニタリング

閲覧ステップを使えば、
社内の重要書類を内部監
査としてモニタリングで
きます。

書類への適切な閲覧権限は
もちろん、編集権限はフィ
ールド単位で設定可能。
変更履歴も残ります。

ログ

操作ログ、システムログ
は画面からの閲覧もでき、
運用管理システムによる自
動監視も可能です。

外部監査に提出する書類
は、回付履歴となる証跡
PDFをセットで印刷して
提出できます。

高額稟議の報告

報告ステップを使えば、
高額稟議を役員や内部監
査役に報告を回し、確認
証跡を残せます。

管理者サイトの権限は、
管理ロール機能でメニュ
ー単位、カテゴリ単位で
アクセス制限ができます。

パスワード管理

ログインに利用するパス
ワードは、文字数、使用
文字、有効期限などのポ
リシーを設定できます。
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※公開許可いただいた一部のお客様です。

ログイン中の利用者だけをカウントするライセンス体系

同時ログインユーザ ライセンス
同時に利用できるログインユーザ数でカウント
するライセンス体系です。

＜同時ログインが選ばれる理由＞

●利用業務が限られている、または使用頻度にばらつき
があるため、社員数に比べて同時利用者数が少ない。

●業務上ワークフローにログインしない契約社員やアル
バイトをユーザマスタデータとして利用する。

●外部のシステムと連携するために、ワークフローを利
用しないユーザも登録しておく必要がある。

※「登録ユーザライセンス」も用意しております。

登録ユーザ

必要なライセンスは

現在ログイン中

多くの企業・団体がAgileWorksを選んでいます。
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SDK

SDK

SDK
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SDK

SDK SDK

顧客情報
商品情報
担当者情報

契約期間
契約内容



エイトレッドは2003年にワークフローシステムX-pointの販売を開始してから

多くのお客様の声、リクエストを反映し標準化してきました。

その中で大手・中堅企業様特有の要望を数多くいただくようになり、大手・中堅企業様に

特化した製品としてAgileWorksが生まれました。

ワークフローシステムのリーディングカンパニーとして長年培ったノウハウ、

そして数多くのお客様の声が詰まった製品がAgileWorksです。

製品についてのお問い合わせ、最新情報は当社Webサイトへ

https://www.atled.jp/agileworks

株式会社エイトレッド
〒151-0002 東京都渋谷区渋谷2-15-1 渋谷クロスタワー
TEL︓03-3486-2812  URL︓www.atled.jp

●記載される会社名および製品名、ロゴは各社の商標または登録商標です。
●本カタログの内容は2016年10月現在のものです。
●本カタログで使用している画像はイメージです。
●製品の仕様は、予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。


